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ROM のロックビットリードコマンドの説明におきまして誤記訂正箇所がありますので、ご連絡します。 

 

7.6.1 ソフトウェアコマンド 

（7） ロックビットリードコマンド 

【変更前】 

フラッシュメモリのロックビットが読めるモードへ遷移するコマンドです。 

第一コマンドサイクルで H'71、第二コマンドサイクルで H'D0 をブロックの任意の番地に書くと指定されたブロックに対しロ

ックビットリードを開始します。 

ロックビットリードモードに遷移した後、指定ブロックアドレス BA をリードすると、リードしたデータのビット 14 の値でロ

ックビットの値を知る事ができます。ROM 上ではこのコマンドを実行しないでください。 

 

【変更後】 

フラッシュメモリのロックビットが読めるコマンドです。 

第一コマンドサイクルで H'71 を書き込み、第二コマンドサイクルで指定ブロックアドレス BA の番地をリードすると、リード

したデータからロックビットの値を知る事ができます。ワード命令を使用した場合は、リードしたデータのビット 14 とビット

6 にロックビットが反映され、バイト命令を使用した場合は、ビット 6 に映されます。ロックビットリードコマンドを実行する

際は EW0 モードで使用してください。 
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